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第 9 9 6 号

　　　　　　市　の　人　ロ

　　　（平成５年７月１日現在）

世帯数　61,883世帯（前月比28世帯減）

人　ロ　182,199人（前月比25人減）

　　男　90,092人

　　女　92,107人

昨年度の撤去4,000台放置自転車

安全で

快適な

まちづ

くりに

ご協力

を

　
市
で
は
、
駅
周
辺
で
の
自
転
車
の
放
置
防
止
の
た
め
、
平
成
三
年

四
月
一
日
に
「
宇
治
市
自
転
車
の
駐
車
秩
序
の
確
立
に
関
す
る
条
例
」

を
施
行
。
同
年
十
月
一
日
か
ら
は
、
放
置
自
転
車
を
即
時
撤
去
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
放
置
自
転
車
は
徐
々
に
姿
を
消
し
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
完
全
に
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
昨
年
度
は
約
四

千
台
も
の
自
転
車
を
撤
去
し
ま
し
た
。

　
夏
休
み
に
入
り
、
自
転
車
で
外
出
す
る
こ
と
も
多
く
な
り
が
ち
で
す
。

放
置
自
転
車
の
な
い
、
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
引
き

続
き
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

引
き
取
ら
れ
る
の
は
約
半
分

撤
去
の
半
数
は

近
鉄
大
久
保
駅
周
辺

　
四
年
度
、
市
が
撤
去
し
た
自
転

車
は
、
四
千
十
一
台
で
し
た
。
こ

れ
を
放
置
禁
止
区
域
別
で
見
る
と
、

近
鉄
大
久
保
駅
周
辺
が
二
千
十
台

（
五
〇
％
）
、
近
鉄
小
倉
駅
周
辺
が

八
百
六
十
一
台
（
二
Ｉ
妬
）
、
京
阪

三
室
戸
駅
周
辺
が
二
百
二
十
九
台

（
六
り
）
と
い
ラ
状
況
に
な
・
つ
て
い

毒
す
。

　
一
方
、
撤
去
し
た
自
転
車
の
う

ち
、
所
有
者
な
ど
に
引
き
取
右
れ

た
の
は
二
千
百
十
七
台
で
、
混
″

率
は
五
三
％
。
二
台
に
一
台
し
か

持
ち
主
の
手
元
に
返
っ
て
い
な
い

こ
と
に
な
り
未
了
。

　
「
盗
ま
れ
た
！
」
と

　
あ
き
ら
め
な
い
で

　
自
分
が
置
い
た
場
所
に
自
転
車

が
な
い
場
食
「
盗
次
れ
た
／
」
と

簡
単
に
感
芦
－
め
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
内
に
放

置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
は
、
市
で

撤
去
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
本
子
。

定
め
ら
れ
た
曜
日
・
時
間
に
、
撤

去
自
転
車
の
保
管
場
所
で
確
認
し
、

引
き
取
っ
て
ぐ
だ
さ
い
（
下
の
撤

去
自
転
車
の
返
呉
積
を
参
照
）
。

自
転
車
に
は
住
所
・
氏
名
の
明
記
を

撤
去
さ
れ
た
自
転
車
の
う
ち
、

第3回

撤去自転車の返還要領

放　置

場　所

J R六地蔵駅
J R木幡駅

J R・京阪黄桑駅
京阪三室戸駅
J R宇治駅

近鉄伊勢田駅
近鉄大久保駅
近鉄小倉駅西側
j Rif田駅

返　還

場　所
五ヶ庄保管場所
五ヶ庄西川原
豊32－99 50

大久保保管場所
大久保町北ノ山
豊46－59 99

返還日時月･･水・土･日曜日の午後2時~7時

返還に

必要な

もの

①印鑑　②身分を証明できるもの
　（運転免許証、健康保険証、学生

証など）③移動.・保管費用とし
て１台につき2000円　④自転車の
かぎ、保証書など自転車を特定で

きるもの

その他 撤去後１ヵ月間に返還請求のな
い自転車は、市が処分します

住
所
・
氏
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る

も
の
や
、
防
犯
登
録
が
さ
れ
て
い

る
も
の
は
、
は
か
罵
亀
話
で
引

き
取
り
の
連
絡
を
し
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
販
売

　
購
入
希
望
者
は
は
が
き
で
申
し
込
み
を

第
三
回
の
撤
去
自
転
車
の
リ
サ

イ
ク
ル
販
売
を
、
八
月
二
十
一
日

出
、
・
午
後
一
時
か
得
い
未
了
。

　
こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
販
売
は
毎
回

大
盛
況
で
。
前
回
は
千
三
百
二
十

通
も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
も
「
は
が
き
Ｉ
’
し
込
み
」

に
よ
る
「
予
備
抽
選
」
を
実
施
し

ま
す
。
購
入
盗
掘
す
る
人
は
、

次
の
要
領
で
申
し
込
み
欠

　
な
お
当
日
は
、
「
リ
サ
イ
ク
ル
自

転
車
購
入
抽
選
泄
が
な
け
れ
ば

会
場
へ
の
入
場
、
抽
選
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
″
で
だ
さ
い
。

▽
と
き
・
・
・
８
月
2
1
日
出
、
受
け
付

　
け
＝
午
後
１
時
～
１
時
半
、
販

　
売
＝
午
後
―
購
丁
（
雨
天
決

　
行
）

▽
と
こ
ろ
・
・
・
市
役
所
北
玄
関
横

▽
販
売
台
数
・
：
約
6
0
台

▽
販
売
価
格
・
：
6
0
0
0
円
・
７

　
０
０
０
円
･
　
0
0
0
0
0
円
の
３

　
種
類
（
希
望
者
多
数
の
場
合
は

　
当
日
抽
選
）

自
転
車
に
は
、
必
ず
住
所
‘
・
氏
名

忿
明
記
し
、
防
犯
登
録
を
し
ま
し

▽
申
し
込
み
・
：
は
が
き
（
人
１

　
枚
に
限
る
）
に
、
「
リ
サ
イ
ク
ル

　
自
転
車
購
入
抽
選
券
申
込
書
」
、

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

　
一
号
、
あ
な
た
の
声
（
放
置
自
転

　
車
の
撤
去
、
自
転
車
の
リ
サ
イ

　
ク
ル
、
安
全
対
策
な
ど
何
で
も

　
結
構
）
を
書
き
、
７
月
3
1
日
出

　
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
市
役

　
所
交
通
対
策
課
（
〒
Ⅲ
宇
治
琵

　
琶
3
3
、
公
内
線
2
2
5
9
）
へ
。

　
予
備
抽
選
し
、
約
２
Ｏ
叉
に

　
　
「
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
購
入
抽

　
選
？
を
お
送
ひ
し
康
ｙ
。
抽

　
選
に
も
れ
た
人
に
は
連
絡
し
ま

　
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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・
た
。
既
に
申
し
込
書
れ
て
い
る

‥

’
人
も
、
は
が
き
に
記
入
の
バ
ス

　
九
月
十
五
日
㈲
に
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
す
る
敬
老
会
の
、

演
芸
の
出
演
者
が
決
ま
り
ま
し

だ
。
漫
才
は
正
司
敏
江
・
玲
児
、

浪
曲
は
松
浦
四
郎
若
で
す
。

　
ま
た
、
今
回
ご
要
望
に
よ
り
、

東
宇
治
方
面
の
専
用
バ
ス
停
留

所
に
、
「
東
御
蔵
山
」
と
「
東
宇
治

高
校
」
の
二
君
迦
加
Ｌ
笙
し

‥
停
留
所
に
か
か
わ
ら
ず
、
ご
利

・
用
く
だ
さ
い
。

‥
　
敬
老
会
は
現
在
の
と
こ
ろ
、

・
呪
貝
に
少
し
余
裕
が
あ
り
康
ｙ

‥

の
で
ぶ
加
奈
望
す
る
人
は
ヽ

‥
次
の
応
募
方
法
に
従
っ
て
申
し

・
｀
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。

い
▽
と
き
…
９
月
1
5
日
冊
、
午
前

‥
と
午
後
に
１
早
つ

・
▽
と
こ
ろ
・
・
・
文
化
セ
ン
タ
ー
大

‥
ホ
ー
ル
（
折
居
台
―
丁
目
）

‥
▽
内
容
・
・
・
式
典
と
催
し
（
漫
才
、

・
浪
曲
な
ど
の
演
芸
と
宇
治
市
少

‥
年
少
女
合
唱
団
に
よ
る
合
唱
。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

午
前
・
午
後
の
部
と
も
同
じ
）
。

▽
応
募
資
格
・
・
市
内
在
住
で
、

大
正
揺
朧
月
1
6
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人

▽
応
募
方
法
・
・
・
は
が
き
に
、
「
敬

発
蓼
加
申
し
込
み
」
、
氏
名
、

”
｀
話
番
号
、
生
年
月
日
、
年
齢
、

希
望
ず
る
部
（
午
前
・
午
後
）
、
利

學
息
交
通
機
関
（
専
用
バ
ス
、

自
家
用
車
な
ど
）
、
専
用
バ
ス
の

曼
に
は
バ
ス
停
留
所
名
を
書
い

て
、
７
月
3
1
ぼ
出
（
当
日
消
印

右
効
）
ま
で
に
、
市
役
所
長
寿
社

会
対
策
課
（
〒
Ⅲ
宇
治
琵
琶
3
3
、

容
内
線
2
3
1
6
）
へ
。
記
入

が
不
十
分
な
も
の
や
電
話
で
の

申
し
込
み
は
、
原
則
と
し
て
受

け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん

▽
記
念
品
・
・
・
紅
白
ま
ん
じ
ゅ
う

兌
蕩
で
お
渡
し
し
示
ｙ

▽
送
迎
・
：
例
年
ど
お
り
、
路
線

バ
ス
か
盾
ひ
切
っ
た
専
用
バ
ス

を
運
行
に
ま
す
。
停
留
所
は
次

の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
発
車

時
刻
は
本
紙
９
月
Ｈ
且
そ
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
・
東
宇
治
方
面
・
・
・
中
住
宅
↓

御
蔵
山
↓
西
住
宅
↓
幼
稚
園
前

↓
御
園
↓
町
並
（
長
谷
川
コ
ー

ヒ
ー
館
前
）
↓
御
蔵
山
参
道
↓

東
御
蔵
山
↓
東
宇
治
高
校
↓
木

幡
↓
木
幡
山
手
町
↓
南
木
幡
↓

病
院
前
↓
黄
聚
↓
平
野
町
（
重

永
医
院
前
）
↓
菟
逗
高
校
↓
隼

上
り
、
新
田
↓
森
本
↓
三
室
戸

（
府
道
）
、
明
星
町
一
丁
目
↓
門

前
・
笠
取
方
面
…
笠
取
小
前
↓

称
名
寺
下
・
志
津
川
方
面
・
・
・
志

津
川
（
竹
久
酒
店
前
）
↓
白
川

（
茶
研
前
）
。
・
宇
治
方
面
…
宇
治

里
阻
↓
京
阪
宇
治
↓
宇
治
橋
西

詰
（
都
計
道
路
Ｔ
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅

↓
総
合
庁
舎
↓
宇
治
市
役
所
・

目
川
方
面
＝
・
目
川
↓
大
河
原

（
京
阪
宇
洽
交
通
）
↓
棋
島
小
学

校
↓
棋
島
↓
中
研
前
↓
宇
治
橋

西
詰
（
県
通
り
）
↓
県
神
社
・
一
二

軒
家
方
面
・
・
・
三
軒
家
（
京
阪
バ

ス
停
）
・
。
浮
面
方
面
…
浮
面
↓

名
木
北
口
↓
西
小
倉
↓
北
山
住

宅
↓
小
倉
住
宅
↓
近
鉄
小
倉
↓

小
倉
↓
蔭
山
↓
宇
治
郵
便
局
↓

ユ
ニ
チ
カ
・
名
木
方
面
・
：
名
木

↓
緑
ケ
原
↓
国
４
大
久
保
（
上

新
電
機
前
）
↓
国
道
伊
勢
田
（
京

阪
バ
ス
停
）
・
大
久
保
方
面
・
・
・

日
産
車
体
↓
緑
ケ
原
口
↓
近
鉄

大
久
保
↓
Ｊ
Ｒ
新
田
（
中
西
石

油
前
）
↓
城
南
高
校
↓
神
明
↓

城
南
荘
↓
西
町
。
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市
役
所
の
業
務
は
9
月
か
ら

毎
週
土
曜
日
が
休
み
に

市
で
は
、
完
令
週
休
二
日
制
　
　
す

に
つ
い
て
検
討
夕
通
め
て
き
ま

し
た
が
。
六
月
十
日
か
ら
開
必
一

さ
れ
て
い
た
市
議
全
（
月
定
例

心
一
で
、
完
令
週
休
二
日
制
に
関

す
る
関
係
条
例
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
九
月
四

日
の
土
曜
日
か
ら
、
癌
撃
虚

日
が
閉
庁
（
休
み
）
に
な
り
ま

週
休
二
日
制
の
背
景

　
完
令
週
休
二
日
制
の
ｔ
最
は
、

昭
和
六
十
三
年
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
「
経
済
運
営
五
ヵ
年
計
旦

の
中
で
シ
た
わ
れ
た
基
本
事
項
。

政
府
は
、
完
全
週
休
二
日
制
、

週
四
十
時
間
労
働
制
の
導
入
を

各
方
面
に
９
妬
け
、
年
間
総

労
働
時
間
千
八
百
時
間
の
達
既

に
向
け
て
、
そ
の
推
進
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
金
融

機
関
忿
呼
応
、
一
部
の
民
間

企
業
で
は
、
早
く
か
互
茫
迦

休
二
日
制
が
導
入
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
公
務
員
に
つ
い
て

も
、
国
の
行
政
機
関
が
昨
年
五

月
か
ら
、
京
都
府
は
昨
年
八
月

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
て
い

る
ほ
か
、
府
内
の
市
町
村
で
も

年
内
に
実
施
の
予
定
で
す
。

　
実
施
に
向
け
て

　
こ
の
ふ
っ
に
社
会
全
体
を
取

り
聾
ぐ
労
働
時
間
の
短
縮
の
要

請
の
中
で
、
宇
治
市
で
も
九
月

か
ら
、
毎
週
土
曜
日
が
休
み
と

な
り
未
了
。

　
完
令
週
休
二
日
制
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
市
民
サ
ー
ピ
ス

タ
低
下
さ
せ
な
い
ぷ
つ
に
、
南

宇
治
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

　
（
仮
称
）
の
開
設
な
ど
、
よ
り

　
一
層
の
行
政
事
務
の
効
率
化
に

努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
１
　
　
示
す
。

　
な
お
、
現
在
第
二
・
四
土
曜

日
に
業
務
か
仔
っ
て
い
る
施
設

は
、
一
部
淡
雪
、
念
緊
王

曜
日
に
業
務
か
仔
い
ま
す
。
詳

１
　
)
v
は
、
本
紙
八
月
二
十
一
日

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

9月1日

広野･大久保地域に

行政サービス

コーナーを開設

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
住
民
｀
ｙ
、
戸
籍
の
謄
・
抄

本
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行

や
各
種
の
記
載

事
項
証
明
奎
汀

っ
て
い
未
丁
。

　
市
で
は
、
広

野
・
大
久
保
地

域
で
、
新
し
い

行
政
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
を
開

設
す
る
た
め
、
現
在
準
備
か
通

め
て
い
ま
す
。

　
開
設
予
定
の
場
所
は
、
近
鉄

大
久
保
駅
近
ぐ
の
マ
ン
シ
ョ
ン

　
「
藤
和
ラ
イ
ブ
タ
ウ
ン
宇
治
大

久
保
」
の
一
階
。
取
扱
時
間
は
、

月
曜
日
か
兌
謹
日
の
午
前
九

時
か
ら
午
後
四
時
半
ま
で
で
す
。

詳
し
ぐ
は
、
本
紙
八
月
二
十
一

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
ｙ
。

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、

再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

敬
老
会

申
込
受
付
中

７
月
3
1
日
（
土
）
ま
で
に
は
が
き
で
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「
選
挙
の
あ
ゆ
み
」

　
差
し
上
げ
ま
す

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
五

年
六
月
改
訂
版
の
「
選
挙
の
あ
ゆ

み
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

　
昭
和
二
土
八
年
以
降
の
憲
吊

長
選
挙
な
ど
各
種
選
挙
の
結
果
を

す
べ
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ
の

「
選
挙
の
あ
ゆ
み
」
か
希
望
の
人
に

差
し
上
げ
ま
す
。
電
話
、
は
が
き

で
同
委
員
会
（
牢
治
琵
琶
照
豊

2
0
・
8
7
9
8
）
に
申
Ｌ
収
糾
石
、

直
接
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。
部

数
に
限
紅
が
あ
り
ま
す
。

　
明
る
い
選
挙
啓
発

　
ポ
ス
タ
ー
の
募
集

　
良
い
政
治
は
、
明
る
く
正
し
い

選
挙
か
ら
。
そ
こ
で
明
る
い
選
挙

を
推
進
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し

ま
ず
。

　
▼
対
象
・
・
・
府
内
在
住
の
内
家

族
、
友
人
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
で
の

合
作
も
可
。
よ
（
組
）
Ｌ
点
▼

規
格
‥
・
・
色
は
自
由
。
大
き
さ
は
4
5

り
×
3
0
り
～
5
5
ぢ
χ
4
0
？
▼
応
募

方
法
・
：
作
品
の
裏
面
右
下
に
、
氏

名
（
ふ
口
が
な
）
、
年
齢
、
性
別
、

住
所
を
記
入
。
合
作
の
場
合
は
、
全

員
の
氏
名
な
芦
を
連
記
し
、
代
表

者
に
○
を
付
け
て
く
だ
さ
い
▼

期
限
・
・
・
９
月
1
0
日
胞
▼
提
出
・
問

い
合
わ
せ
・
・
・
市
選
挙
管
理
委
員
会

（
市
役
所
内
、
豊
2
0
・
8
7
9
8
）

　
応
募
者
全
員
に
記
念
品
を
、
入

選
・
佳
作
に
は
賞
状
、
賞
品
か
贈

り
ま
で
。

　
宇
治
市
・
久
御
山
町
暴
力

　
追
放
対
策
協
議
会
設
立
総
会

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
2
8
日
困
、
午
後

Ｃ
Ｍ
時
～
▼
と
こ
ろ
・
・
文
化
セ
ン
タ

ー
小
ホ
ー
ル
▼
内
容
・
・
・
暴
力
団
対

策
に
つ
い
て
の
講
演
、
ビ
デ
オ
上

演
ほ
か
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
企
画
管

理
部
総
務
課
（
豊
内
線
2
0
5
2
）

へ
。
詣
埋
バ
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
夏
休
み
親
子
見
学
会

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
８
月
７
日

出
ふ
徊
二
清
掃
工
場
（
に
栄
処

理
場
）
、
2
1
日
出
＝
折
居
清
掃
エ

場
（
ご
み
焼
却
場
）
。
い
ず
れ
も

午
前
1
0
時
１
正
午
。
専
用
バ
ス
を

運
行
▼
定
員
…
先
着
5
0
人
▼
申
し

込
み
…
城
南
衛
生
管
理
組
合
広
報

課
（
豊
０
７
５
一
～
Ｉ
一
5
1

7
1
）
へ
。
参
加
は
無
料
。

　
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

　
オ
ペ
ラ
独
唱
会

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
2
4
日
出
、
午
後

７
時
開
演
▼
と
こ
ろ
・
・
・
文
化
セ
ン

タ
ー
小
ホ
ー
ル
▼
出
演
・
：
ソ
プ
ラ

ノ
歌
手
Ｌ
カ
ト
リ
ン
ー
ク
ド
リ
コ

ヴ
ア
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
＝
パ
ー
ヴ
ェ

ル
ー
ベ
ゼ
″
ク
ポ
ん
▼
入
場
料
・
：

ａ
０
０
円
（
当
日
券
有
り
）
▼

問
い
合
わ
せ
・
：
大
谷
直
子
さ
ん

（
豊
3
2
・
5
8
4
7
）
へ
。

　
楽
し
い
ワ
ー
プ
ロ
教
室

　
▼
と
き
…
８
月
４
日
困
～
６
日

回
の
３
日
間
。
午
前
９
時
半
～
1
1

時
半
と
午
後
Ｌ
時
半
ト
３
時
半
の

　
旱
供
た
ち
の
た
め
に
、
次
の

福
祉
制
度
が
あ
る
の
を
ご
存
じ

ぶ
ふ
？
受
給
資
格
が
あ
る

の
に
未
申
請
の
人
は
、
福
祉
総

務
課
母
子
児
童
福
祉
係
（
容
内

線
2
3
0
7
）
へ
。

ｏ
児
童
扶
養
手
当

　
父
母
の
離
婚
な
ど
で
父
と
生

活
で
き
な
い
児
童
や
、
父
が
身

体
な
ど
に
障
害
夕
痔
つ
児
童
の

ａ
、
ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
養

育
し
て
い
る
人
に
支
恰
貝
笛

す
。
た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ

り
康
司
ま
た
、
支
給
要
件
に
該

当
す
る
ぷ
つ
に
な
っ
て
か
ら
五

年
が
経
過
す
る
と
、
受
給
資
格

が
な
ぐ
な
り
ま
す
（
支
給
要
件

に
つ
い
て
詳
に
Ｉ
は
同
係
へ
）
。

ｏ
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
重
い
障
害
や
病
気
を
痔
つ
二

十
歳
禾
満
の
児
童
を
、
家
庭
で

養
育
し
て
い
る
父
母
、
ま
た
は

父
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い

る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
所
得
制
限
が
あ
り
未
了
。

○
母
子
家
庭
奨
学
金

　
母
子
家
庭
の
乳
幼
児
か
ら
高

校
生
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
、

所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
京
都
府
の
他
の
奨
学
金

を
受
け
て
い
泰
人
に
は
、
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

※
い
ず
れ
の
制
度
も
、
外
国
Ｔ
ハ

　
も
支
給
の
対
象
と
な
り
毒
で

令
几
、
エ
プ
ロ
ン
▼
申
し
込
み
’
・
・

2
6
日
間
ま
で
に
、
社
会
福
祉
協
議

会
（
き
2
2
・
5
6
5
0
）
へ
。
参

加
は
無
料
。

　
聴
党
言
語
障
害
者
教
室

　
▼
と
き
…
８
月
１
日
間
、
午
後

１
時
半
～
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
総

命
福
祉
会
館
▼
対
象
・
・
・
聴
覚
言
語

に
障
害
の
あ
る
高
齢
者
▼
内
容
・
：

講
演
「
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た

め
に
」
（
手
話
通
訳
あ
り
）
▼
指
導

・
・
・
市
保
健
婦
▼
申
し
込
み
・
・
・
７
月

荷
畠
蜜
で
に
、
住
所
・
氏
名
・

フ
ァ
ク
ス
番
号
を
記
入
し
、
社
会

教
育
課
（
フ
ァ
ク
ス
2
2
・
3
0
4

0
）
へ
。
参
加
は
無
料
。

　
宇
治
川
花
火
大
会

　
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

　
▼
と
き
・
人
数
・
日
当
・
・
・
８
月

1
0
日
脚
ｏ
午
前
９
時
～
午
後
1
0
時

＝
ｉ
人
、
１
万
円
（
昼
・
夕
食
付
き
）

ｏ
午
後
３
時
～
午
後
1
0
時
＝
1
0
人
、

5
0
0
0
円
（
夕
食
付
き
）
▼
内
容

・
・
・
警
備
補
助
な
ど
▼
問
い
合
わ
せ

…
観
光
協
会
（
a
2
3
・
3
3
3
4
）

へ
。

お買物のめやす7月分

※
こ
れ
は
、
７
月
初
め
に
実
施
し
た
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
店
頭
価
額
調
査
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
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品　日 規　　格
平均価格

価格状況
対訂月比 対15年比

ガソリン
レギュラー
μ現金売り

　円121
％
０ 　　　％▲l.e

ティッシュ
　ペーノi－

400枚入り１箱
(ｸﾘﾈﾂｸｽ･ｽｺﾂﾃｲ) 102 1.0A12.8

台所用
　ラップ

サランラップ
30cm X20m 204▲3.3 2.5

アルミ
　ホイル 25cnix８ｍ 1≪〕▲7.9▲2.1

洗濯用
粉せつけん 2.4k5 833 1.1 7.1

牛　　肉 すき焼き用
中程度la〕9 397▲1.0 1.0

バレイショ男爵1009 30 ０ 30.4

キャベツ中玉約ika 246▲19.1 32.3

鶏　　卵Ｍサイズパック
入り1(X固 146 ０ 9.0

食用　油
日清サラダ油
ボ'J容S入りl.匈 545 ０▲ 10.8

しよう油
キッコーマン濃ロ
ポリ容器入りμ 263▲8.0▲2.2

砂　　糖上白Ik? 217▲4.4▲2.7

小麦粉 情澗講一 190▲1.0 2.2

インスタント
　コ―ヒー

ネスカフェエクセラ

瓶入1509･ 1.041 6.8 1.4

み　　そタケヤミソm 379▲3.3▲2.6

洗濯代 ワイシャツ
白の長そで 201▲2.0A 0.5

広
が
る
国
際
交
流
の
輪

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
訪
問
団
帰
国

　
本
市
の
友
好
都
市
、
カ
ナ
ダ
・

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
は
今
年
で
市
制

施
行
百
周
年
か
迎
え
ま
し
た
。
こ

れ
を
記
念
し
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市

を
訪
れ
て
い
た
訪
問
団
（
団
長
＝

池
本
市
長
、
三
十
四
人
）
は
、
七

月
九
日
に
無
事
日
本
に
帰
っ
て
き

ま
し
た
。

　
六
月
二
十
九
日
に
出
発
し
た
一

行
は
、
翌
日
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
に

到
着
。
七
月
一
日
に
リ
バ
ー
サ
イ

ド
ー
パ
ー
ク
で
の
記
念
式
典
や
、

百
年
祭
に
参
加
し
、
友
好
親
善
を

深
め
ま
し
た
。

　
三
日
に
は
、
記
念
パ
レ
ー
ド
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
訪
聞
里
行
も

▲カナダの大自然の中で…

○いずれも消費税込み

か
み
し
も
や
茶
摘
み
・
は
っ
ぴ
姿

で
参
加
。
大
好
評
を
得
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
様
々
な
交
流
の
機
会

を
通
じ
、
カ
ム
４
　
Ｉ
プ
ス
市
民
の

温
か
い
歓
迎
を
営
げ
ま
し
た
。
人

と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
か
夭
切
に
し

た
両
市
の
交
流
は
、
今
後
ま
す
ま

す
進
展
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

A
i
l
i
m
葉
を
越
え
心
が
通
い
合
っ
た
お
別
れ

パ
ー
テ
ィ
ー

220

２
コ
ー
ス
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
公
民

館
▼
対
象
・
：
初
心
者
▼
定
員
・
・
・

各
コ
ー
ス
先
着
1
8
人
▼
指
導
・
：
近

畿
松
下
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
・

平
岡
義
明
さ
ん
▼
費
用
・
・
・
3
0
0

円
▼
申
し
込
み
…
７
月
2
2
R
困
、

午
前
９
時
か
ら
直
接
来
館
で
▼
問

ｋ
Ｂ
せ
…
同
館
（
容
2
1
・
2
8

0
4
）
へ
。

　
市
民
一
般
水
泳
教
室

　
▼
と
き
…
７
月
2
9
日
因
・
3
0
日

輿
、
８
月
２
日
側
・
３
日
陶
・
４

日
伽
・
５
日
田
・
６
日
面
、
午
後
６

時
～
８
時
。
７
回
▼
と
こ
ろ
・
：
西

宇
治
公
園
プ
ー
ル
▼
対
象
・
・
・
中
学

ま
以
上
▼
定
員
・
・
・
先
着
5
0
人
▼
申

１
　
込
み
・
・
・
市
民
体
育
課
（
容
内
線

2
6
2
1
）
へ
。
参
加
は
無
料
。

　
重
点
普
及
ス
ポ
ー
ツ

　
▼
と
き
…
８
月
１
日
間
、
午
前

1
0
時
～
正
午
（
雨
天
中
止
）
▼
と

こ
ろ
…
西
大
久
保
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
▼
内
容
・
・
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ー
ゴ

ル
フ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
市
民
体
育
課

　
（
豊
内
線
2
6
2
2
）
へ
。
参
加

は
無
料
、
直
接
会
場
へ
。

　
お
は
な
し
た
ま
て
ぱ
こ

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
2
1
日
伽
、
午
後

３
時
半
ト
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
東
宇

治
図
書
館
▼
対
象
・
：
子
供
か
旱
〈

人
ま
で
▼
内
容
・
：
素
話
▼
問
い
合

わ
せ
・
・
・
同
館
（
き
3
2
・
2
2
3
2
）

へ
。
参
加
は
無
料
、
直
屋
蕩
へ
。

　
児
童
書
テ
ー
マ
別
展
示

　
い
よ
い
よ
夏
休
み
。

　
中
央
図
書
館
で
は
、
暑
い
夏
を

涼
し
ぐ
過
ご
し
て
シ
后
ｙ
と
、

「
お
ば
け
」
の
太
寧
展
示
。
ぴ
や

１
お
ば
け
が
い
っ
ぱ
い
／
」
と
題

し
て
、
八
月
二
十
九
Ｅ
聞
ま
で
開

催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
来
館
凭

　
在
宅
老
人
家
族

　
介
護
者
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
3
1
日
出
、
午
後

１
時
～
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
明

星
園
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

▼
テ
ー
了
・
在
宅
孝
会
幼
入
所

　
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
）
事
業
の
現

状
と
利
用
の
し
か
た
▼
問
公
Ｂ

せ
・
：
同
セ
ン
タ
ー
（
容
2
3
・
6
1

1
5
）
へ
。
参
加
は
無
料
、
直
接

会
場
へ
。
送
迎
希
望
者
は
、
事
前

に
同
セ
ン
タ
ー
に
述
絡
し
べ
当

日
午
後
１
時
4
0
分
に
京
阪
宇
治
駅

前
集
合
。
’

　
デ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス

　
〈
健
康
教
室
〉

　
▼
と
き
…
７
月
2
9
日
出
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
総
合

福
祉
会
館
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
で

視
覚
に
障
害
が
あ
る
人
▼
内
容
・
：

「
食
事
を
通
じ
て
健
康
か
珊
え
る
」

講
演
と
実
習
（
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ

作
り
）
▼
指
導
・
・
・
市
保
健
婦
▼
定

員
・
・
・
先
着
2
0
人
▼
持
ち
物
・
・
・
三
角

朝
日
新
聞
社
賞

　
山
本
　
歩
さ
ん
の
作
品

　
第
四
十
三
回
宇
治
川
写
隼
ぶ

に
は
、
幼
児
、
小
・
中
学
生
か
ら

一
万
三
千
八
百
三
十
四
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、

個
人
の
部
で
推
薦
十
一
点
、
特
選

二
百
十
九
点
、
入
選
千
百
四
十
八

点
、
奨
励
賞
十
点
、
団
体
の
部
で

学
校
賞
一
校
、
学
校
奨
励
賞
十
校

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
主
な
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で

す
。
　
　
　
　
。
（
敬
称
略
）

○
宇
治
市
長
賞
＝
大
開
小
学
校
、

宇
治
中
学
校
、
神
明
小
学
校
、
宇
治

田
原
小
学
校
、
菟
道
小
学
校
、
南

部
小
学
校
、
石
山
小
学
校
、
木
幡

小
学
校
ｏ
京
阪
電
気
鉄
道
㈱
賞
ａ

西
小
倉
小
学
校
ｏ
㈲
京
都
府
観
光

連
盟
賞
―
寺
田
南
小
学
校

　
【
入
賞
作
品
の
展
示
一

　
奨
励
賞
、
特
選
、
推
薦
作
品
を

次
の
と
お
り
展
示
し
康
す
。

　
▼
と
き
・
内
容
・
・
・
○
７
月
2
6
日

側
ぶ
月
５
鳳
Ｔ
幼
児
、
小
学

１
年
Ａ
年
、
奨
励
賞
ｏ
８
月
７

日
出
～
1
8
E
困
＝
小
学
４
年
～
６

年
○
８
月
2
0
日
面
～
3
1
日
㈹
＝
中

学
生
。
い
ず
れ
も
午
前
８
時
半
～

午
後
５
時
▼
と
こ
ろ
・
：
市
役
所
１

階
市
民
ホ
ー
ル
。
な
お
、
推
薦
作

品
は
期
間
中
ず
っ
と
展
示
１
　
　
示
す
。

ご利用ください

子供のための福祉制度

お
知
ら

せ

学
ぶ

ス
ポ

ー
ツ

募
集

市
民
の
ひ
ろ
ば

福 祉
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入賞作決まる

■
個
人
の
部
〈
推
薦
〉

　
▼
朝
日
新
聞
社
賞
：
山
本
歩

（
大
開
小
）
▼
宇
治
市
長
賞
・
：
森
井

茉
衣
（
宏
居
）
、
小
谷
恵
美
子

　
（
宇
治
田
原
小
）
、
新
谷
麻
由
美

　
（
寺
田
西
小
）
、
久
乗
大
輔
（
菟
道

小
）
、
井
上
竜
由
（
南
部
小
）
、
麻
生

美
鈴
（
石
山
小
）
、
川
井
裕
之
（
西

小
倉
小
）
、
藤
山
佳
代
（
東
宇
治
忠

田
中
温
子
（
宇
治
中
）
、
鈴
木
牧

子
（
桃
山
中
）

■
団
体
の
部

　
▼
学
校
賞
・
朝
日
新
聞
社
賞
・
・
・

東
宇
治
中
学
校
▼
学
校
奨
励
賞
・
：


	page1
	page2

